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　箪者は、　「新潟県植物保護第3号」で、柏崎　・

の市街地でのブナ林の新発見を報告したが、今

回また、柏崎の植生図にも記録されていないブ

ナの生育地を発見したので紹介したい。

　ブナの巨木を発見した場所は、柏崎市東条旧

広田地区の標高約164mの伊豆権現の敷地内で

ある（図1）。

　柏崎市内におけるブナ林の分布については、

大沢、米山付近であるが、黒姫山の清水谷側斜

面、米山登山道の大平口斜面等は標高500～

800mのところにあり、善根等は標高1OO・－200皿

の低地に点在している。また、大沢等では、

gemという低地に樹林を形成している（「柏崎

　これらのことからも昔は、内睦由地の大部分がブナ林でお【図1】ブナの巨木発見位置図

おわれていたと推定できる。前回のブナの発見もそうである　　　　（国土地理院発行5万分の1地形図「柏崎」を使用）

が、今回の発見も内陸部の低地での発見なので、今後の調査　蔦罪怒ミ　　臨湿　訂耀　　　’堅　　「

によ。ては、他に升の生育地が発見される可能性があるで　、．・　、欝癌　・厩

高さ約20皿を越える大木であり、樹令300年以上は経ってい　　　　、“，　　　　　鴨　き　’　1

ると思われる。市内でも現在これだけのブナの巨木はないで　’　　：　　　　　．．－t　藤　ζζ“．

あろう。またこのブナの巨木の他にも、権現社に行くまでの　‘　　睦適　　　　’、　　＆轟

参道の周辺には数本かのブナが点在しており、権現社の製手　　　　　．・　　　　　　　．　　毒

の緬には、実生から育。たと思われる幼木も何本か確認し　　　　　　”i’〉』「

ている・　　　　　　　　　　　　　　　1－’．郵　　　渦。、
　現在、ブナを保護する運動が各地で行われており、ブナ林　　　　　　　　　　’．　　．：’陵　　　　　　　　’‘’

は日本を代表する美しい森林だといわれている。しかし、ブ♪　　』　　‘　　　　　　．「’　　　　　　郷

ナの研究はまだ不十分であり、記録もされないままに伐り尽　　　　．　　　！騒　　　．’．　　．　凱≧．t－　t

くされたブナ林も数多くあった。今回たまたま地元の旧広田’ @　　．　・　冨　　　　”！，『　　　」　’瓦　鱒

地区の方々に聞いたところ、ブナが権現社にあることはまっ　　　　　　　』　『，　・　’、　、　　t

たくわからなかったということです。この報告が、貴重な資　　　　　　　M’tt　；　．’　　二．　V，
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【図2】ブナの巨木（人物は布施公幹氏）


